
豊門公園等殖産興業遺産活用
官民連携プロジェクト

【R4実証事例】

静岡県駿東郡小山町

企画総務部企画政策課

R5.9

添付資料２官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム
「サウンディング」案件登録様式
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・公民連携フィールドの確立を目指して、R4豊門公園FM実証プログラムを実施。

・施設利活用方針の仮案として、「本」をテーマに実施。

・ART WALKおやまでは、メイン会場を豊門公園とし、豊門会館及び西洋館では「本」に関するイ
ベントを開催。
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※実証趣旨

豊門公園に豊門文庫、ライブラリーカフェ西洋館を期間限定

オープンします。

～本につれられて 本屋、図書室、カフェのある空間と時間～

豊門公園は小山町における近代化の礎を築いた富士紡績㈱が大正15

年に整備したのが始まりです。現在では、豊門会館及び西洋館は、後

世に継承するための保存及び地域振興に資する活用が求められる国登

録有形文化財である一方、町行政のみならず様々なバックグランドを

持つ地域住民や民間事業者との連携、事業参画による持続可能な魅力

ある運営が期待されます。

そこで、豊門公園を幅広く利活用する実証プログラムの取組として、

「本」が起点となり地域活性化の拠点づくりをする「豊門文庫」「ラ

イブラリーカフェ西洋館」を実施します。初の試みで、箱根本箱・文

喫を手がける株式会社ひらくのアドバイザリー企画です。

歴史、産業、文化、環境など町のシンボルとしても、地域住民の憩

いの都市公園としても、また文化財を活用したまちづくり推進の拠点

でもある豊門公園。ここを舞台に、これからの小山町、文化と芸術の

薫るまち、活力あふれるまちを目指し、文化複合施設「本のある場」

としての可能性を探ります。

「豊門公園で読みたい本」を共通テーマに、まちに「本のある場」

を開きたい面々が選書・空間づくりをしました。町や富士紡績の歴史

等を紹介する常設のギャラリー展示鑑賞とともに、お気に入りの一

行・ことば・画を探してみてください。

10/21-11/6

ART WALKおやま（豊門公園）データ

◯全来館者 １，６１５人 ※入口カウンター

◯西洋館 ９０４人

◯豊門会館 ７１１人

・内私設図書室 １７５人 ※入室帳

小山町７７人、御殿場市３０人、他東部２１人、県内６人、神
奈川県２９人、東京都６人、その他（愛知・埼玉・茨城・千葉）
６人

・内本屋的販売数（物販コーナー） １９点、３４，８０７円

…書籍 １６点、２１，３０７円

…ブックカバー ３点、１３，５００円

◯アンケート回答数１７人



10/29，30 HOMONフェスタ

豊門文庫＠豊門会館、ライブラリカフェ＠西洋館



来館者カウント＆物販データ



個別アンケート集計（n=17） ※抜粋



個別アンケート集計（n=17）


